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○ 

請
願
・陳
情 

      

「
戦
争
法
案
の
廃
止
を
求
め
る
駒
ヶ

根
市
民
の
会
」
が
８
名
の
連
名
（
宗
教
者
・

教
育
関
係
者
・主
婦
等
）で
出
し
て
い
た
、

今
国
会
で
の
「
安
全
保
障
関
連
法
案
」
の

撤
回
を
求
め
る
請
願
が
、
９
月
議
会
総

務
委
員
会
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
請
願
は
、
同
法
案
が
国
民
の
８
割

が
理
解
不
十
分
、
６
割
近
く
が
反
対
や

慎
重
の
世
論
結
果
が
出
る
中
で
、こ
の
間

の
審
議
の
中
で
も
極
め
て
違
憲
性
が
高

く
、
国
民
の
い
の
ち
と
財
産
を
委
ね
る

観
点
か
ら
も
今
国
会
で
の
成
立
を
さ
せ

た
く
な
い
と
い
う
広
範
な
市
民
に
よ
り

提
出
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

 

こ
の
請
願
は
議
会
最
終
日
（
９
／
１３
日
）

議
員
全
員
に
よ
る
採
決
が
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。 

傍
聴
可
能
！
ご
来
庁
舎
下
さ
い
。 

 

           

一
定
以
上
の 

所
得
利
用
者
に
２
割
負
担 

質
問 

先
月
１
日
か
ら
介
護
保
険
の

費
用
負
担
が
変
わ
り
、
65
歳
以
上
で

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
人
の
利
用

者
負
担
は
、
２
割
負
担
と
な
っ
た
が
、

実
態
は
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
の
か
。 

 

９
４
人
が
対
象
と
な
る 

民
生
部
長 

要
支
援
・要
介
護
者
数

６
月
末
現
在
で
１
４
０
２
人
。
そ
の
内

６
．７
％
の
94
人
の
方
が
対
象
。 

 

補
足
給
付
縮
小
、
打
ち
切
り 

質
問 

低
所
得
者
が
負
担
限
度
額

を
超
え
る
費
用
に
つ
い
て
、介
護
報
酬

で
補
足
す
る
補
足
給
付
に
つ
い
て
も

縮
小
や
打
ち
切
り
の
見
直
し
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、当
市
で
の
補
足
給
付

見
直
し
の
該
当
者
数
な
ど
実
態
は
ど

の
様
に
な
っ
て
い
る
の
か
。 

 

 
 

         

補
足
給
付
対
象
外
９
０
人 

民
生
部
長 

補
足
給
付
の
対
象
者
３

８
７
人
に
申
請
書
を
送
付
し
２
９
７

人
の
方
が
申
請
。
未
提
出
者
、
未
該

当
或
い
は
申
請
拒
否
等
の
方
が
90

人
。
こ
の
方
が
補
足
給
付
の
対
象
外

と
な
り
ま
す
。 

 

サ
ー
ビ
ス
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
縮

小
を
さ
せ
な
い
施
策
を 

質
問 
要
介
護
者
を
抱
え
る
家
族
に

と
っ
て
は
、
日
々
の
生
活
を
維
持
し
な

が
ら
、
介
護
に
あ
た
る
の
は
、
経
済
的

に
も
労
力
的
に
も
大
変
だ
。 

深
刻
な
事
態
を
招
く
よ
う
な
サ
ー
ビ

ス
の
縮
小
・ケ
ア
プ
ラ
ン
の
縮
小
を
さ

せ
な
い
施
策
の
考
え
は
。 

 

地
域
に
必
要
な
支
援
を
し
て
く 

市
長 

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
は
介
護
予
防
、
重
度
化
防
止

に
は
不
可
欠
。
状
況
を
把
握
す
る
上

で
対
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

 

要
支
援
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
質

を
落
と
さ
な
い
施
策
を 

質
問 

平
成
28
年
３
月
か
ら
新
規

に
要
支
援
と
振
り
分
け
ら
れ
る
利
用

者
は
、
当
市
が
実
施
す
る
地
域
支
援

事
業
に
移
行
す
る
訳
だ
が
、
サ
ー
ビ

ス
の
質
を
落
と
さ
な
い
、
独
自
の
通

所
介
護
、
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
確

立
が
求
め
ら
れ
る
、
自
治
体
と
し
て
、

具
体
的
な
施
策
と
目
処
は
。 

 

既
存
事
業
者
に
委
託
予
定 

市
長 

可
能
な
地
域
、
可
能
な
サ
ー

ビ
ス
か
ら
順
次
進
め
て
い
く
事
に
な

る
。
要
支
援
者
が
新
し
い
サ
ー
ビ
ス

を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、

今
の
サ
ー
ビ
ス
と
変
わ
ら
な
い
よ
う

配
慮
し
て
努
め
て
い
く
。
今
後
既
存

の
事
業
者
に
委
託
す
る
予
定
。 

 
 

病
床
削
減
は 

と
ん
で
も
な
い
議
論 

質
問 

政
府
は
、
高
齢
化
を
ピ
ー
ク

と
さ
れ
る
２
０
２
５
年
に
向
け
、
在
宅

重
視
の
医
療
体
制
づ
く
り
を
目
指
す

中
で
、
地
域
ご
と
に
余
剰
な
病
院
の

ベ
ッ
ド
（
病
床
）の
削
減
を
し
て
お
り
、

「
医
療
・介
護
総
合
確
保
推
進
法
」
の

中
で
も
、
政
府
が
、
医
療
・介
護
提
供

体
制
の
「
適
正
化
」
に
む
け
・都
道
府

県
に
対
し
て
、病
床
の
再
編
・削
減
、医

療
費
抑
制
を
求
め
て
い
る
。 

病
床
の
削
減
は
と
ん
で
も
な
い
議
論

と
考
え
る
が
、市
長
の
見
解
は
。 

 

議
員
の
意
見
に
同
感
だ
！ 

市
長 

既
存
の
病
床
数
に
空
き
病
床

が
あ
る
か
ら
、
過
剰
と
判
断
さ
れ
た

ら
困
る
。
患
者
数
が
減
少
し
て
い
る

の
で
な
く
、
医
師
不
足
に
よ
っ
て
病
院

機
能
が
無
い
た
め
に
ほ
か
の
地
区
の

病
院
に
行
っ
て
い
る
と
い
う
事
。
地
域

の
医
療
確
保
を
す
る
の
は
、
私
は
県

の
一
番
大
き
な
責
務
と
考
え
て
お
り

声
を
挙
げ
て
い
き
た
い
。 

 
 

 

新
施
設
移
行
に
伴
う
、 

ご
み
減
量
化
の
方
向
性
は 

質
問 

ご
み
を
減
ら
し
て
い
く
と
い

う
市
を
挙
げ
て
の
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
の
中
で
、
施
設
移
行
に
伴
う
環

境
の
変
化
に
よ
り
、
今
後
の
減
量
化

を
進
め
る
方
向
性
は
ど
の
様
に
考
え

て
い
る
の
か
。 

 

引
き
続
き
ご
み
の
減
量
化
す
る 

市
長 

新
施
設
稼
働
後
も
当
市
の
目

標
達
成
に
向
け
て
引
き
続
き
ご
み
の

減
量
・資
源
化
に
取
り
組
む
。 

新
施
設
稼
働
後
の
現
在
の
黒
文
字
袋

の
廃
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
は
、
国
の
方
針

に
基
づ
き
熱
回
収
す
る
た
め
可
燃
焼

却
す
る
が
、ご
み
の
分
別
資
源
化
へ
の

協
力
は
お
願
い
し
て
い
く
。 

 
 

 

 
 
 

  

№1346 

2015.9.13 

日本共産党 

駒ヶ根市委員会 

℡ 83-2969 

９
月
議
会
一
般
質
問 

竹
村
ほ
ま
れ 

① 

介
護
保
険
制
度
移
行
の
実
態
と
対
応
は 

② 

医
療
の
充
実
と
病
床
の
確
保
は 

③ 

新
ご
み
中
間
処
理
施
設
に
伴
う
当
市
の
財
政
負

担
と
処
理
の
行
方
は 

④  

総
務
委
員
会
に
て 
不
採
択 

 

今
国
会
で
の 

「安
全
保
障
関
連
法
案
」の 

撤
回
、
廃
案
を
求
め
る
請
願 


